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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】表面にチョークで描くことが可能で、付着対象
物に貼り付ける際に切り分ける作業を必要としないシー
トセットを提供する。
【解決手段】複数のシート部材２１０を備えたシートセ
ットであって、複数のシート部材のそれぞれは、同一の
サイズで且つ同一の幾何学形状を成しており、シート部
材２１０は、表面にチョークで描くことが可能なシート
基材２０１と、シート基材の裏面に形成された粘着層２
０２と、粘着層２０２の粘着面２０２ａに取り外し可能
に貼り付けられた、粘着面を一時的に保護する保護シー
ト２０３と、を有する。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　複数のシート部材を備えたシートセットであって、
　前記複数のシート部材のそれぞれは、同一のサイズで且つ同一の幾何学形状を成してお
り、
　前記シート部材は、
　表面にチョークで描くことが可能なシート基材と、
　前記シート基材の裏面に形成された粘着層と、
　前記粘着層の粘着面に取り外し可能に貼り付けられた、前記粘着面を一時的に保護する
保護シートと、を有する、ことを特徴とするシートセット。
【請求項２】
　前記複数のシート部材の前記シート基材の前記表面は、それぞれ所定の色で着色されて
おり、
　前記所定の色は、前記複数のシート部材の内の所定枚数のシート部材毎に異なる色であ
る、ことを特徴とする請求項１に記載のシートセット。
【請求項３】
　前記複数のシート部材の前記シート基材の前記表面の前記異なる色は、薄桃色、桃色、
濃桃色、及び茶色の第１グループ、赤茶色、橙色、黄緑色、及び黒色の第２グループ、生
成り色、黄色、若葉色、及び黒色の第３グループ、及び、青色、緑色、紫色、及び黒色の
第４グループの何れか一つのグループにより構成されている、ことを特徴とする請求項２
に記載のシートセット。
【請求項４】
　前記幾何学形状は、六角形、正方形、正三角形、菱形、及び、二等辺三角形の何れか一
つの形状である、ことを特徴とする請求項１～３の何れか一つに記載のシートセット。
【請求項５】
　請求項１～請求項４の何れか一つに記載のシートセットを複数組備えたシートセットシ
リーズであって、
　前記複数組のシートセットのそれぞれの組のシートセットが有する前記複数のシート部
材の前記幾何学形状は、前記組ごとに異なる、ことを特徴とするシートセットシリーズ。
【請求項６】
　前記幾何学形状は、多角形状であり、
　前記組ごとに異なる前記多角形状の少なくとも２辺の長さは、前記複数組のシートセッ
トの全ての組における前記シート部材について同じである、ことを特徴とする請求項５に
記載のシートセットシリーズ。
【請求項７】
　請求項３に記載のシートセットを４組備えたシートセットシリーズであって、
　前記４組のシートセットのそれぞれの組のシートセットが有する前記複数のシート部材
の前記色は、前記組ごとに異なる前記グループにより構成されている、ことを特徴とする
シートセットシリーズ。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、シートセット及びシートセットシリーズに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、アルミ箔製基材の一面に、粉体塗装により清書層が形成されロール状に巻かれて
なるソフト基材１００であって、使用する時に、必要とするサイズに切り分けて付着対象
物に貼り付けた後、表面にチョーク等の筆記具で文字等を筆記することができるソフト基
材１００が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実用新案登録第３１５０１５１号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来のこの様なソフト基材１００は、図７に示す様に、帯状の基材が予
めロール状に巻かれた状態を成しており、使用時において、ユーザー自身が、付着対象物
のサイズに合わせて切り分けた後、当該付着対象物に貼り付けるという面倒な作業が必要
であった。図７は、ロール状に巻かれた従来のソフト基材１００の斜視図である。
【０００５】
　本考案は、上記従来のこのような課題に鑑みて、表面にチョークで描くことが可能で、
付着対象物に貼り付ける際に切り分ける作業を必要としないシートセット及びシートセッ
トシリーズを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１の本考案は、
　複数のシート部材を備えたシートセットであって、
　前記複数のシート部材のそれぞれは、同一のサイズで且つ同一の幾何学形状を成してお
り、
　前記シート部材は、
　表面にチョークで描くことが可能なシート基材と、
　前記シート基材の裏面に形成された粘着層と、
　前記粘着層の粘着面に取り外し可能に貼り付けられた、前記粘着面を一時的に保護する
保護シートと、を有する、ことを特徴とするシートセットである。
【０００７】
　また、第２の本考案は、
　前記複数のシート部材の前記シート基材の前記表面は、それぞれ所定の色で着色されて
おり、
　前記所定の色は、前記複数のシート部材の内の所定枚数のシート部材毎に異なる色であ
る、ことを特徴とする上記第１の本考案のシートセットである。
【０００８】
　また、第３の本考案は、
　前記複数のシート部材の前記シート基材の前記表面の前記異なる色は、薄桃色、桃色、
濃桃色、及び茶色の第１グループ、赤茶色、橙色、黄緑色、及び黒色の第２グループ、生
成り色、黄色、若葉色、及び黒色の第３グループ、及び、青色、緑色、紫色、及び黒色の
第４グループの何れか一つのグループにより構成されている、ことを特徴とする上記第２
の本考案のシートセットである。
【０００９】
　また、第４の本考案は、
　前記幾何学形状は、六角形、正方形、正三角形、菱形、及び、二等辺三角形の何れか一
つの形状である、ことを特徴とする上記第１～３の何れか一つの本考案のシートセットで
ある。
【００１０】
　また、第５の本考案は、
　上記第１～第４の何れか一つの本考案のシートセットを複数組備えたシートセットシリ
ーズであって、
　前記複数組のシートセットのそれぞれの組のシートセットが有する前記複数のシート部
材の前記幾何学形状は、前記組ごとに異なる、ことを特徴とするシートセットシリーズで
ある。
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【００１１】
　また、第６の本考案は、
　前記幾何学形状は、多角形状であり、
　前記組ごとに異なる前記多角形状の少なくとも２辺の長さは、前記複数組のシートセッ
トの全ての組における前記シート部材について同じである、ことを特徴とする上記第５の
本考案のシートセットシリーズである。
【００１２】
　また、第７の本考案は、
　上記第３の本考案のシートセットを４組備えたシートセットシリーズであって、
　前記４組のシートセットのそれぞれの組のシートセットが有する前記複数のシート部材
の前記色は、前記組ごとに異なる前記グループにより構成されている、ことを特徴とする
シートセットシリーズである。
【考案の効果】
【００１３】
　本考案によれば、表面にチョークで描くことが可能で、付着対象物に貼り付ける際に切
り分ける作業を必要としないシートセット及びシートセットシリーズを提供することが出
来る。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本実施の形態のシートセットと、それを構成する全８枚の第1シート部材～第４
シート部材を示す平面図
【図２】図１に示す本実施の形態の第１シート部材のＡ－Ａ断面矢視図の模式図
【図３】（ａ）～（ｂ）：本実施の形態の第１シート部材～第４シート部材の全８枚のシ
ート部材を、壁面に貼り付けて異なる模様を形成した例を示す図
【図４】本実施の形態の別例としてのシート部材の断面模式図
【図５】本実施の形態の更に別例として、図１に示すシートセットと、シート部材の形状
が二等辺三角形であって且つそれぞれのシート部材が第２グループ～第４グループの内の
何れかのグループの４つの色で着色された別のシートセットとの、２組のシートセットか
ら構成されたシートセットシリーズを示す平面図
【図６】図５で示したシートセットシリーズを構成する各シート部材を壁面に貼り付けて
幾何学模様を形成した例を示す図
【図７】ロール状に巻かれた従来のソフト基材の斜視図
【考案を実施するための形態】
【００１５】
　以下に、本考案のシートセットの一実施の形態について、図面を用いて説明する。
【００１６】
　図１は、本実施の形態のシートセット２００と、それを構成する全８枚の第１シート部
材２１０～第４シート部材２４０を示す平面図である。
【００１７】
　図２は、図１に示す本実施の形態の第１シート部材２１０のＡ－Ａ断面矢視図の模式図
である。
【００１８】
　本考案のシートセット２００は、図１に示す通り、それぞれ同一サイズで且つ同一の正
六角形状を成した第１シート部材２１０～第４シート部材２４０を２枚ずつ備えた、合計
８枚のシート部材から構成されている。
【００１９】
　本実施の形態では、正六角形の一辺のサイズは１０ｃｍである。
【００２０】
　次に、第１シート部材２１０の断面図を示す模式図２を用いて、第１シート部材２１０
の構造を説明する。なお、第１シート部材２１０～第４シート部材２４０のそれぞれの構
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造は、後述する基材表面２０１ａに印刷された着色層の色を除き、全て同じであるので、
第２シート部材２２０～第４シート部材２４０の構造の説明は省略する。
【００２１】
　即ち、第１シート部材２１０は、図２に示す通り、（１）基材表面２０１ａにチョーク
で描くことが可能なシート基材２０１と、（２）そのシート基材２０１の基材裏面２０１
ｂに形成された粘着層２０２と、（３）その粘着層２０２の粘着面２０２ａに取り外し可
能に貼り付けられた、粘着面２０２ａを一時的に保護する保護シート２０３と、から構成
されている。
【００２２】
　また、シート基材２０１は、オレフィン系のフィルムで構成された母材２０１－１と、
その母材２０１－１の表面にシルクスクリーン印刷により形成された着色層２０１－２を
有しており、着色層２０１－２の表面が上述した基材表面２０１ａに該当し、母材２０１
－１の裏面が上述した基材裏面２０１ｂに該当する構成である。
【００２３】
　なお、本実施の形態では、母材２０１－１の素材としては、燃やしてもダイオキシンの
発生が無いオレフィン系のフィルムを使用したが、これに限定されるものではなく、例え
ば、塩化ビニル樹脂、ＰＥＴ樹脂のフィルムを使用しても良い。
【００２４】
　また、シート基材２０１の厚みとしては、８０μｍとしたが、これに限定されるもので
はない。
【００２５】
　また、シート基材２０１の基材裏面２０１ｂに形成された粘着層２０２の素材としては
、アクリル系樹脂を使用したが、これに限定されるものではなく、例えば、金属、ガラス
、セラミック、プラスチック、塗装した木材、陶製品、瓶製品、壁用ビニールクロス等に
付着可能な素材であればどのようなものであっても良い。
【００２６】
　また、粘着層２０２の厚みとしては、２０μｍとしたが、これに限定されるものではな
い。
【００２７】
　また、保護シート２０３の素材としては、紙を使用したが、これに限定されるものでは
ない。
【００２８】
　また、保護シート２０３の厚みとしては、２００μｍとしたが、これに限定されるもの
ではない。
【００２９】
　なお、ユーザーが、シート基材２０１を、付着対象物の一例としての室内の壁面のビニ
ールクロスに貼ろうとする場合には、粘着層２０２の粘着面２０２ａに貼り付けられてい
る保護シート２０３を剥がし、粘着面２０２ａを露出させて、壁面のビニールクロスに付
着させるものである。
【００３０】
　次に、シート基材２０１の基材表面２０１ａを構成する着色層２０１－２について更に
説明する。
【００３１】
　着色層２０１－２の印刷に用いるインクには、所定の色の顔料の他に、基材表面２０１
ａにチョークで文字や絵等を記載する際に、チョークのノリを良くするための添加剤とし
てシリカ等が添加されている。
【００３２】
　また、本実施の形態では、第１シート部材２１０から第４シート部材２４０において、
着色層２０１－２の印刷に用いるインクに含まれる顔料が異なる。
【００３３】
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　即ち、第１シート部材２１０から第４シート部材２４０におけるそれぞれの着色層２０
１－２の顔料は、それぞれの基材表面２０１ａが、薄桃色、桃色、濃桃色、及び茶色の４
つの色で着色される様に構成されている。
【００３４】
　具体的には、本実施の形態のシートセット２００は、図１に示す様に、２枚の第１シー
ト部材２１０の基材表面２０１ａは、薄桃色で着色されており、２枚の第２シート部材２
２０の基材表面２０１ａは、桃色で着色されており、２枚の第３シート部材２３０の基材
表面２０１ａは、濃桃色で着色されており、２枚の第４シート部材２４０の基材表面２０
１ａは、茶色で着色されている。ここでは、これを第１グループの色と称す。図１では、
基材表面２０１ａの色の違いを模様の違いにより表している。なお、色の種類、色の数、
同一の色が印刷されたシート部材の枚数、シートセット２００を構成するシート部材の枚
数は、これに限定されるものではない。
【００３５】
　なお、本実施の形態のシートセット２００は、本考案のシートセットの一例にあたり、
本実施の形態の第１シート部材２１０から第４シート部材２４０は、本考案のシート部材
の一例にあたる。また、本実施の形態のシート基材２０１は、本考案のシート基材の一例
にあたり、本実施の形態の粘着層２０２は、本考案の粘着層の一例にあたる。また、本実
施の形態の保護シート２０３は、本考案の保護シートの一例にあたる。
【００３６】
　また、本実施の形態の基材表面２０１ａは、本考案のシート基材の表面の一例にあたり
、本実施の形態の基材裏面２０１ｂは、本考案のシート基材の裏面の一例にあたる。
【００３７】
　以上説明した本実施の形態のシートセット２００を構成する第１シート部材２１０～第
４シート部材２４０の全８枚のシート部材は、上述した４種類の異なる着色が成されてい
るため、ユーザーは、例えば、室内の壁面のビニールクロス上に自分の好みに応じて、そ
れら８枚のシート部材を所望の形に貼り付けることが出来ると共に、それらシート部材の
基材表面２０１ａは、チョークで文字、図形、絵等が自由に描け、チョークを拭き取れば
簡単に消せるのでチョークボードとしても利用可能となる（図３（ａ）、図３（ｂ）参照
）。
【００３８】
　ここで、図３（ａ）、図３（ｂ）は、上述した第１シート部材２１０～第４シート部材
２４０の全８枚のシート部材を、壁面に貼り付けて異なる模様を形成した例を示す図であ
る。
【００３９】
　本実施の形態のシートセット２００を用いることにより、４種類の色に着色されたシー
ト部材は予め同一の幾何学形状（本実施の形態では、一辺が１０ｃｍの正六角形状）に切
断されているので、ユーザーは、保護シート２０３を剥がして、例えば、室内の壁面に貼
るだけで、手間をかけることなく簡単に部屋のイメージを変えたり、アクセントをつけた
りすることが出来る。また、チョークボードとしても利用出来る。
【００４０】
　なお、本実施の形態のシートセット２００を構成するシート部材は、一旦、壁面等に貼
り付けた後でも、手軽に剥離することが出来ると共に、再度、壁面等に貼り付けることが
出来る。
【００４１】
　また、本実施の形態のシートセット２００を複数セット用意することにより、壁面全体
を覆う様に貼り付けることも可能であり、幾何学模様の壁紙として利用することも出来る
。
【００４２】
　また、本実施の形態のシートセット２００では、組み合わせ易い色数が予めセットとし
て構成されている。
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【００４３】
　また、本実施の形態のシートセット２００では、組み合わせて美しい色が予めセットと
して構成されている。
【００４４】
　これにより、手軽に部屋の模様替えが可能となる。
【００４５】
　なお、上記実施の形態では、それぞれのシート部材の基材表面２０１ａ（図２参照）が
、薄桃色、桃色、濃桃色、及び茶色の４つの色（第１グループの色）で着色されている場
合について説明したが、これに限らず例えば、赤茶色、橙色、黄緑色、及び黒色の別の４
つの色（これをここでは、第２グループの色と称す）、生成り色、黄色、若葉色、及び黒
色の更に別の４つの色（これをここでは、第３グループの色と称す）、及び、青色、緑色
、紫色、及び黒色のまた更に別の４つの色（これをここでは、第４グループの色と称す）
の何れのグループの色で着色されていても良い。また、グループの数は４つに限定される
ものではなく、また、各グループに属する色の種類は４つに限定されるものではなく、ま
た、シート部材の基材表面の色は、これらの色に限定されるものではない。
【００４６】
　また、上記実施の形態では、シートセット２００を構成するシート部材の形状が、正六
角形状である場合について説明したが、これに限らず例えば、シート部材の形状は、正方
形、正三角形、菱形、及び、二等辺三角形の何れか一つの形状であっても良いし、また、
これらの形状に限定されるものではない。
【００４７】
　例えば、シートセットの別の構成例として、一辺が１０ｃｍの正方形状のシート部材で
あって、４色の各色がそれぞれ６枚で全２４枚から構成されていても良い。また、シート
セットの更に別の構成例として、一辺が１０ｃｍの正三角形状のシート部材であって、４
色の各色がそれぞれ１２枚で全４８枚から構成されていても良い。また、シートセットの
更にまた別の構成例として、一辺が１０ｃｍの菱形状のシート部材であって、４色の各色
がそれぞれ６枚で全２４枚から構成されていても良い。また、シートセットの他の構成例
として、二辺がそれぞれ１０ｃｍの二等辺三角形状のシート部材であって、４色の各色が
それぞれ１２枚で全４８枚から構成されていても良い。
【００４８】
　また、上記実施の形態では、シート部材の付着対象物は、壁面のビニールクロスである
場合について説明したが、これに限らず、例えば、冷蔵庫の扉、窓ガラス、プラスチック
製品の表面、ガラス瓶の表面、陶器の表面、鏡の表面等、粘着層２０２により付着可能な
物であればどのような物でも良く、上記と同様の効果を発揮する。
【００４９】
　また、上記実施の形態では、本考案のシート基材の一例としてのシート基材２０１が、
母材２０１－１と着色層２０１－２とを有している場合について説明したが（図２参照）
、これに限らず例えば、本考案のシート基材の別例としての第２シート基材３０１が、着
色層２０１－２を有しておらず母材２０１－１のみからなる構成であっても良い（図４参
照）。この構成の場合、第２シート基材３０１の基材裏面２０１ｂに粘着層２０２が形成
され、更にその粘着層２０２の粘着面２０２ａに保護シート２０３が貼り付けられた、同
一サイズで且つ同一の幾何学形状を成した複数の別例としてのシート部材３１０（図４参
照）により、別例としての第２シートセットが構成される。図４は、別例としてのシート
部材３１０の断面模式図である。ここで、図２で説明したものと同じ構成については同じ
符号を付した。また、この場合、第２シート基材３０１の基材表面３０１ａは、チョーク
で文字、図形、絵等を描くことが可能に構成されている。
【００５０】
　また、図４で説明した別例としてのシート部材３１０は、着色層２０１－２を有してい
ないので、そのシート部材３１０の色には、第２シート基材３０１の地色が反映される。
そのため、着色する場合は、第２シート基材３０１の素材（例えば、樹脂材料）に適宜、
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所望の顔料等を含有させてシート状に成形しても良いし、あるいは、第２シート基材３０
１の地色を透明とし、粘着層２０２の素材に適宜、所望の顔料等を含有させても良いし、
あるいは、第２シート基材３０１と粘着層２０２の間に予め着色された着色フィルム等を
設けた構成としても良い。
【００５１】
　また、上記実施の形態では、母材２０１－１の表面にシルクスクリーン印刷により着色
層２０１－２を形成する構成について説明したが（図２参照）、これに限らず例えば、別
の印刷方法等により着色層を形成しても良いし、あるいは、別の着色方法を用いても良い
し、あるいは、母材２０１－１の表面に、予め着色された着色フィルム等を貼り付けた構
成としても良い。
【００５２】
　また、上記実施の形態では、シートセット２００を構成する各シート部材の基材表面２
０１ａが所定枚数ずつ、異なる所定の色で着色されている場合について説明したが、これ
に限らず例えば、全てのシート部材の基材表面２０１ａが同じ色で着色されていても良い
。
【００５３】
　また、上記実施の形態では、シートセット２００として、同一サイズで且つ同一形状の
シート部材を複数含む構成について説明したが、これに限らず例えば、相似形のシート部
材を含む構成であっても良い。
【００５４】
　また、上記実施の形態では、シートセット２００として、同一サイズで且つ同一形状の
シート部材を複数含む構成について説明したが、これに限らず例えば、異なる形状のシー
ト部材を含む構成であっても良い。
【００５５】
　また、本考案のシートセットシリーズの一例として、上述した第１グループの色で着色
された第１シートセット（図１のシートセット２００参照）と、第２グループの色で着色
された第２シートセットと、第３グループの色で着色された第３シートセットと、第４グ
ループの色で着色された第４シートセットとを備えたことを特徴とする、４種類の色グル
ープで着色された４つのシートセットで構成されたシートセットシリーズを構成しても良
い。
【００５６】
　また、この構成の場合、シートセットシリーズを構成するシートセットの数は、４つに
限定されるものではないし、色グループの数は４つに限定されるものではない。
【００５７】
　また、上記シートセットシリーズを構成する各シートセットは、互いに、同一サイズで
且つ同一の幾何学形状（例えば、正六角形、正方形、正三角形、菱形、及び、二等辺三角
形の何れか一つの形状、又は、それ以外の幾何学形状）のシート部材から構成されていて
も良いし、あるいは、シートセット毎に、幾何学形状が異なっていても良い（図５、６参
照）。
【００５８】
　図５は、シート部材の形状が正六角形であって且つそれぞれのシート部材が上記第１グ
ループの４つの色で着色されたシートセット２００（図１のシートセット２００参照）と
、シート部材の形状が二等辺三角形であって且つそれぞれのシート部材が上記第２グルー
プ～第４グループの内の何れかのグループの４つの色で着色された別のシートセット４０
０との、２組のシートセットから構成されたシートセットシリーズ５００を示す平面図で
ある。
【００５９】
　また、図６は、図５で示したシートセットシリーズ５００を構成する各シート部材を壁
面に貼り付けて幾何学模様を形成した例を示す図である。ここで、シートセット２００を
構成する正六角形の各辺と、別のシートセット４００を構成する二等辺三角形の二辺は、
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【００６０】
　なお、図５に示すシートセットシリーズ５００の例では、組ごとに異なる多角形状の少
なくとも２辺の長さは、２組のシートセットの全ての組におけるシート部材について同じ
である場合について説明したが、これに限らず例えば、組ごとに異なる多角形状の３辺以
上の長さ、又は全ての辺の長さが、複数組のシートセットの全ての組におけるシート部材
について同じであっても良い。
【００６１】
　この様に複数組のシートセットを備えたシートセットシリーズを構成することにより、
組ごとに異なる多角形状の少なくとも２辺の長さが、複数組のシートセットの全ての組に
おけるシート部材について同じであるので、複数のシートセットの各シート部材を組み合
わせて貼り付けることにより、美しい色の幾何学模様を容易に形成できる。なお、図５、
６に示すシートセットシリーズ５００は、本考案のシートセットシリーズの一例にあたる
。また、図５のシートセットシリーズ５００を構成するシートセット２００と別のシート
セット４００は、本考案の複数組のシートセットの一例にあたる。
【産業上の利用可能性】
【００６２】
　本考案のシートセット及びシートセットシリーズによれば、表面にチョークで描くこと
が可能で、付着対象物に貼り付ける際に切り分ける作業を必要としないという効果を発揮
し、例えば、壁面に貼ってチョークボードになると共に幾何学模様の壁紙として有用であ
る。
【符号の説明】
【００６３】
　１００　　　ソフト基材
　２００　　　シートセット
　２０１　　　シート基材
　２０１－１　母材
　２０１－２　着色層
　２０１ａ　　基材表面
　２０１ｂ　　基材裏面
　２０２　　　粘着層
　２０２ａ　　粘着面
　２０３　　　保護シート
　２１０　　　第1シート部材
　２２０　　　第２シート部材
　２３０　　　第３シート部材
　２４０　　　第４シート部材
　５００　　　シートセットシリーズ
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